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（
抜
粋
要
約
） 

憲
法
を
学
ぶ
意
義 

案
内
に
「
宗
教
者
は
、
政
治
や
憲

法
の
問
題
に
首
を
突
っ
込
む
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
声
を
聞
く
」
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
考

え
方
が
当
然
あ
っ
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
宗
教
者
も
、
こ
の

日
本
の
国
で
生
活
す
る
一
市
民
で

す
。
一
市
民
で
あ
る
以
上
、
憲
法
や

政
治
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
て
も

無
関
係
で
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
世
俗
で
生
き
て
ま
す
か
ら

法
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
理
解

し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
法
が

お
か
し
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る

と
き
に
は
一
市
民
と
し
て
声
を
上

げ
る
。
こ
れ
は
宗
教
者
だ
ろ
う
が
宗

教
者
じ
ゃ
な
か
ろ
う
が
一
市
民
で

あ
る
以
上
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。 私

自
身
に
と
っ
て
憲
法
と
い
う

の
は
私
が
生
き
る
た
め
の
教
え
と

し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
憲
法
を

学
ぶ
と
い
う
事
は
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
、
自
分

自
身
が
幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
意

味
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
市
民

と
し
て
社
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人

と
し
て
こ
の
世
の
中
、
社
会
を
よ
り

よ
く
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
憲
法
を

学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
憲
法
改
正
と
い
う
話
が
出
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ざ
憲
法
改

正
と
言
う
場
面
に
な
っ
た
時
に
、
自

分
の
頭
の
中
で
本
当
に
こ
れ
で
良
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い
か
ど
う
か
と
考
え
て
し
っ
か
り

判
断
が
で
き
る
様
に
、
そ
し
て
未
来

を
灰
色
に
し
な
い
た
め
に
学
ん
で

お
く
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
切

な
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

戦
争
の
本
質 

私
の
信
条
と
し
て
、
「
人
間
は
戦

争
を
し
て
は
い
け
な
い
。
戦
争
は
よ

く
な
い
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
は
譲

れ
な
い
部
分
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
人
の
中
で
半
分
以
上
は
正
し

い
戦
争
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
世
界

中
で
は
圧
倒
的
多
数
が
正
し
い
戦

争
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
人
を
守

る
、
自
分
の
国
を
守
る
、
そ
の
た
め

に
は
必
要
な
戦
争
、
正
し
い
戦
争
も

あ
る
ん
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
は
ど

ん
な
に
正
し
い
目
的
、
崇
高
な
目
的

を
掲
げ
だ
と
し
て
も
戦
争
と
い
う

手
段
を
と
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
簡
単

な
理
由
で
す
。
人
を
殺
す
こ
と
だ
か

ら
で
す
。
ど
ん
な
に
正
し
い
目
的
だ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
人
を
殺
す
、
人
の
命
を
道
具

に
使
う
、
そ
れ
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
戦
争

は
そ
こ
に
本
質
が
あ
り
ま
す
。 

 
日
本
国
憲
法
と
は 

１
９
４
７
年
に
、
戦
前
の
明
治
憲
法

（
大
日
本
国
憲
法
）
か
ら
戦
後
の
日
本

国
憲
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
国

家
・
天
皇
を
大
切
に
す
る
国
（
国
家
主

義
、
全
体
主
義
）
か
ら
、
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
す
る
国
（
個
人
の
尊
重
、
個

人
主
義
）
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
目
的
と
手
段
が
逆
転
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
す
べ
て
の
人
々
が
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
た
め
に
、
最
高

法
規
と
し
て
の
憲
法
が
、
国
家
権
力
を

制
限
し
、
人
権
保
障
を
は
か
る
」
と
い

う
立
憲
主
義
に
な
り
、
こ
の
立
憲
主
義

に
立
脚
し
、
国
民
主
権
を
手
段
と
し
て

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
恒
久
的
平
和
主

義
を
目
的
と
し
て
い
る
の
が
日
本
国
憲

法
で
す
。 

 

法
律
と
憲
法 

私
た
ち

は
民
主

主
義
の
国

で
す
か

ら
み
ん
な
で
決
め
た
法
律
は
正
し
い
と

考
え
ま
す
。
で
は
多
数
の
意
見
に
従
っ

て
い
れ
ば
常
に
正
し
い
の
か
。
そ
う
で

は
な
い
。
私
た
ち
は
情
報
操
作
、
雰
囲

気
、
目
先
の
利
益
に
惑
わ
さ
れ
正
し
い

判
断
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
私
た
ち
が
人
間
だ
か
ら
で
す
。
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人
間
だ
か
ら
間
違
い
を
犯
す
こ
と
が
あ

る
の
で
す
。
そ
ん
な
人
間
が
集
ま
っ
て

決
め
た
法
律
だ
か
ら
間
違
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
憲
法
が
必
要
な
ん
で

す
。
多
数
意
見
が
常
に
正
し
い
わ
け
で

は
な
い
か
ら
、
多
数
意
見
に
も
歯
止
め

が
必
要
な
ん
で
す
。
多
数
意
見
で
も
奪

え
な
い
価
値
（
少
数
者
の
人
権
や
平
和
）

を
守
る
の
が
憲
法
な
ん
で
す
。 

権
力
行
使

に
憲
法

で
歯
止

め
を
か

け
る
と
い
う
考
え
方
を
立
憲
主
義
と
い

い
ま
す
。
立
憲
主
義
は
イ
ギ
リ
ス
で
国

王
の
横
暴
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

生
ま
れ
ま
し
た
（
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
・
１

２
１
５
年
）
。
そ
し
て
、
民
主
主
義
社
会

に
お
い
て
は
多
数
派
に
よ
る
民
意
を
反

映
し
た
権
力
行
使
に
も
歯
止
め
を
か
け

る
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。
で
す
か

ら
社
会
、
政
治
の
中
で
民
主
主
義
が
ア

ク
セ
ル
で
立
憲
主
義
が
ブ
レ
ー
キ
の
役

目
な
ん
で
す
。 

 

憲
法
と
は 

私
は

大
学

の
講
義

を
受

け
る
ま
で

憲
法
は
法
律
の
親
分
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
一
番
大
切
な
法
律
が
憲
法
、
最

も
基
本
と
な
る
最
高
の
法
律
が
憲
法
だ

と
。 

し
か
し
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
し

た
。
憲
法
は
法
で
は
あ
り
ま
す
が
法
律

で
は
な
い
の
で
す
。
法
と
は
ル
ー
ル
と

か
規
範
で
は
あ
り
ま
す
が
、
憲
法
と
法

律
は
全
く
役
割
が
違
う
の
で
す
。
誰
に

対
し
て
守
れ
と
言
っ
て
い
る
の
か(

法

の
名
宛
人)

が
違
う
の
で
す
。
法
律
は
国

民
を
縛
る
法
で
あ
り
、
憲
法
は
国
家
権

力
を
縛
る
法
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
憲
法

だ
け
別
格
の
法
な
ん
で
す
。 

ま
た
憲
法
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中

で
多
数
派
・
強
者
と
少
数
派
・
弱
者
が

い
る
時
に
、
多
数
派
・
強
者
の
権
力
、

暴
力
、
財
力
、
会
社
、
社
会
的
地
位
、

専
門
知
識
な
ど
の
強
い
力
か
ら
少
数

派
・
弱
者
を
守
る
た
め
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。 

 

想
像
力
が
大
切 

憲
法
を

理
解
す
る

上
で
重

要
な
こ

と
は
想
像
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が

今
、
憲
法
を
必
要
と
し
て
い
な
い
と
感

じ
る
の
は
多
数
派
・
強
者
の
立
場
に
い

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
私
が
と
て
も
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
憲
法
も
水
や
空
気
と
同
じ
よ
う

に
、
無
く
な
っ
て
み
て
初
め
て
あ
り
が

た
み
が
わ
か
る
ん
で
す
。
で
も
無
く
な

っ
て
か
ら
あ
り
が
た
み
が
わ
か
っ
て
も

遅
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
想
像
力
が
大
切

な
ん
で
す
。
も
し
も
私
が
社
会
的
弱
者

だ
っ
た
ら
、
経
済
的
弱
者
だ
っ
た
ら
と
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想
像
す
る
。
憲
法
を
理
解
す
る
た
め
に

は
想
像
力
を
鍛
え
な
く
て
は
わ
か
ら
な

い
ん
で
す
。
多
数
派
・
強
者
か
ら
少
数

派
・
弱
者
へ
の
想
像
力
。
多
数
派
・
強

者
と
少
数
派
・
弱
者
は
入
れ
替
わ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
へ
の
想
像
力
。
人
間

は
強
い
と
こ
ろ
弱
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と

い
う
想
像
力
。
つ
ま
り
他
者
へ
の
共
感

を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
想
像
力
は
テ
レ
ビ
や
新

聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
る
時
に
も

必
要
な
こ
と
で
す
。
報
道
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
が
、
そ
の
報
道

の
先
に
も
っ
と
大
切
な
こ
と
が
な
い
か

を
想
像
す
る
。
想
像
力
の
射
程
を
意
識

し
て
広
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 
 

（
文
責
・
本
田
彰
一
） 

 

（
同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
関

紙
『
し
ゃ
ば
ネ
ッ
ト
』
掲
載
記
事
よ
り
） 

                    

                    

日本国憲法  前文  

日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、

われらとわれらの子孫のために、諸国民との協和による成果と、わが

国全土にわたつて自由のもたらす恵沢を確保し、政府の行為によつて

再び戦争の惨禍が起ることのないやうにすることを決意し、ここに主

権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。そもそも国政

は、国民の厳粛な信託によるものてあつて、その権威は国民に由来し、

その権力は国民の代表者がこれを行使し、その福利は国民がこれを享

受する。これは人類普遍の原理であり、この憲法は、かかる原理に基

くものである。われらは、これに反する一切の憲法、法令及び詔勅を

排除する。  

日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な

理想を深く自覚するのであつて、平和を愛する諸国民の公正と信義に

信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは、

平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しよう

と努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。わ

れらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のう

ちに生存する権利を有することを確認する。  

われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視し

てはならないのであつて、政治道徳の法則は、普遍的なものであり、

この法則に従ふことは、自国の主権を維持し、他国と対等関係に立た

うとする各国の責務であると信ずる。  

日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と目的

を達成することを誓ふ。  
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◆
７
月
１
日
（
金
） 

児
童
教
化
連
盟 

総
会 

 

◆
７
月
４
日
（
月
） 

 

東
京
１
組 

教
化
委
員
会 

 

◆
７
月
７
日
（
木
） 

湾
岸
親
鸞
講
座 

研
修
会 

 

◆
７
月

25
日
（
月
）
～

27
日
（
水
） 

 

児
童
教
化
連
盟 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

テ
ー
マ
「
い
た
だ
き
ま
す
っ
て 

な
ぁ
に
」 

 

◆
８
月
１
日
（
月
）
～
４
日
（
木
） 

大
谷
派
児
童
教
化
連
盟 

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会 

◆
８
月

10
日
（
水
） 

 

東
京
１
組 

教
化
委
員
会 

 

◆
８
月

17
日
（
水
） 

 

お
寺
の
子
ど
も
会
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン 

 

◆
８
月

20
日
（
土
） 

湾
岸
親
鸞
講
座
① 

 

◆
８
月

25
日
（
木
） 

 

東
京
１
組 

若
手
の
会
「
よ
に
ん
会
」 

 
◆
８
月

30
日
（
火
） 

 

児
童
教
化
連
盟 

常
任
委
員
会 

 

◆
８
月

31
日
（
水
） 

 

東
京
１
組 

組
会 

   

◆
９
月
１
日
（
木
） 

本
所
仏
教
会 

東
京
都
慰
霊
堂 

秋
季
大
法
要 

 

◆
９
月
５
日
（
月
） 

同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 全

体
会 

 

◆
９
月
７
日
（
水
） 

 

東
京
１
組 

懇
談
会 

 

◆
９
月

13
日
（
火
） 

 

東
京
１
組 

教
化
委
員
会 

 

◆
９
月

27
日
（
火
） 

 

児
童
教
化
連
盟 

常
任
委
員
会 

 

な
ど
な
ど 
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七
月 

八
月 

九
月 
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本
明
寺
の
予
定 

◆
本
明
寺 

聞
法
会 

期 

日
：
２
０
１
６
年 

11
月

27
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

12
月

25
日
（
日
） 

 
 

 
 

２
０
１
７
年 

1
月

29
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
月

26
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
月

26
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
月

30
日
（
日
） 

時 

間
：

15
時
～

17
時
（
終
了
後
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
） 

お 

話
：
本
田 

彰
一
（
本
明
寺
住
職
） 

テ
ー
マ
：
輪
読
を
し
よ
う
（
『
真
宗
の
生
活
』
を
一
緒
に
読

み
、
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
） 

参
加
費
：
５
０
０
円 

◆
本
明
寺 
お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

期 

日
：

10
月

23
日
（
日
） 

時 

間
：

13
時
～

16
時 

一
緒
に
仏
具
を
き
れ
い
に
し
な
が
ら
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
本
明
寺 

報
恩
講
法
要 

期 

間
：

10
月

29
日
（
土
）

15
時
：
逮
夜
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
伝
鈔
拝
読 

 
 

 
 

 

30
日
（
日
）

９
時
：
晨
朝
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

13
時
：
日
中
法
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

14
時
：
法
話 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

15
時
：
お
斎 

 

浄
土
真
宗
に
と
っ
て
一
年
で
最
も
大
切
な
法
要
で
す
。
多

く
の
方
の
ご
参
詣
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◆
本
明
寺 

修
正
会
・
新
年
会 

期 

日
：
２
０
１
７
年
１
月
９
日
（
月
・
成
人
の
日
） 

日 

程
：

12
時
：
法
要
・
法
話 

13
時
：
新
年
会
（
会
費
制
） 

15
時
：
散
会 

※
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 



明―みょう―  №42 2016年 10月 1日発行 

- 9 - 

                    

                    

                    

※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
本
明
寺
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
湾
岸
親
鸞
講
座
（
市
民
講
座
） 

テ
ー
マ
：
「
現
代
社
会
と
宗
教
、
そ
し
て
親
鸞
」 

―

（
２
）
『
教
行
信
証
』
を
読
む―

 

日 

程
：
②
２
０
１
６
年 

10
月

22
日
（
土
） 

③ 
 

 
 

 
 

12
月

24
日
（
土
） 

④
２
０
１
７
年 

2
月

18
日
（
土
） 

⑤ 
 

 
 

 
 

4
月

8
日
（
土
） 

⑥ 
 

 
 

 
 

6
月

17
日
（
土
） 

講 

師
：
木
越 

康 

氏
（
大
谷
大
学
学
長
） 

受
講
料
：
１
，
０
０
０
円 

会 

場
：
す
み
だ
産
業
会
館
、
他 

※
会
場
は
不
定
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

回忌 命終された年
2016年

(平成28年)
2015年

(平成27年)
2011年

(平成23年)
2005年

(平成17年)
2001年

(平成13年)
1995年

(平成7年)
1993年

(平成5年)
1991年

(平成3年)
1985年

(昭和60年)
1981年

(昭和56年)
1975年

(昭和50年)
1971年

(昭和46年)
1968年

(昭和43年)
1943年

(昭和18年)
1918年

(大正7年)

47回忌

年忌案内

33回忌

50回忌

75回忌

100回忌

13回忌

17回忌

23回忌

25回忌

27回忌

2017年(平成29年)

1周忌

3回忌

7回忌

37回忌

43回忌

こ
の
よ
う
な
時
に
お
参
り
し
ま
す 

◆
法
事 

 
 

上
記
の
年
回
忌
や
四
十
九
日
法
要
な
ど 

◆
祥
月
命
日 

 
 

上
記
の
年
回
忌
以
外
の
当
月
命
日 

◆
月
命
日 

 
 

毎
月
の
命
日 

◆
春
秋
彼
岸 

 
 

春
季
（
３
月
）
、
秋
季
（
９
月
）
の
お
彼
岸 

◆
お
盆 

 
 

７
月
（
都
内
）
８
月
（
都
外
）
の
お
盆 

◆
そ
の
他
の
仏
事 

誕
生
記
念
、
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い
、
成
人
記
念
、
結

婚
式
、
お
内
仏
（
お
仏
壇
）
安
置
、
入
仏
式
な
ど
慶
弔

を
問
い
ま
せ
ん 

お
参
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
程
、
場
所
（
お
寺
、
ご

自
宅
、
墓
地
な
ど
）
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
ヵ
月
前
ま
で
に

お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 

 
 

 
 

住
職 

本
田 

彰
一
（
釋 

彰
一
） 

〒1
3
0
-
0
0
1
2
 東

京
都
墨
田
区
太
平
二‐

七‐

一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
6
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
8
 

E
-
m
a
i
l
 

h
o
n
m
y
o
u
j
i
@
m
x
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n
m
y
o
u
j
i
/
 

あ
と
が
き 

▼
「
我
が
国
を
“
守
る
”
た
め
に…

」
と
声
を
上

げ
様
々
な
法
律
が
可
決
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

は
本
当
に
我
が
国
を
守
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
我
が
国
を
“
守
る
”
と
い
う
こ
と
は
、
我
が

国
を
“
変
え
て
い
く
”
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
“
守

る
”
と
言
っ
た
我
が
国
が
変
え
ら
れ
て
い
く
事
実

に
ハ
ッ
と
し
た
９
月

19
日
で
し
た
。 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 


